
ニック・クックの「Hunt for Zero Point」

反重力技術の探求



ニック・クックとその著書



Amazon
Kindle出版

３８２ページ



内 容

• 反重力調査のきっかけ

• タウンセント・ブラウンのグラビター

• ジョン・フロスのアブロカー

• ハル・パソフとの出会い

• ナチスのＵＦＯ開発

• シュラルベンジャーの大戦中の研究

• ハンス・カムラーの貢献

• ポドクレトノフの反重力実験

• トーションフィールド

• ハチソン効果



タウンゼント・ブラウン
とグラビター



ジョン・フロストとアブロ・カー



アブロ・カーの構造図



反重力爆撃機 B-2



ビオレッテによるB-2の推進原理



B-2の反重力
推進モードへの
移行



Ｂ-２ステルス爆撃機の飛行原理

•高電圧のパルス電圧により機体重量を減らす

•機体前後の電極から発生したプラズマにより機体表面の空力抵
抗が減少させる

•プラズマにより機体の慣性質量が減少する（一種の反重力効
果）

•基本的は推進はジェット推進を使用している。ただ、燃料消費
量は反重力モードに移行すると極端に減少する

•厳密には反重力戦闘機とはいえない



スカンクワークの責任者 ベン・リッチ



超音速反重力航空機 オーロラ（キングフィッシュ）



反重力戦闘機 ブラックマンタ



ドイツ上空で目撃されたフー・ファイター



ナチス円盤の開発者 シュラルベンジャー



ナチスの開発したUFO型戦闘機



ナチスの秘密兵器開発責任者 ハンス・カムラー



ナチスの秘密兵器製造工場



ナチスの最終秘密兵器 ベル



ベルの構造の推定図



ポドクレトノフの近影





トーションフィールドの概念図

真空中のゼロ点
エネルギー場に
生じる捩れ



トーションフィールドにより発生する推力



ハチソン効果の発見者 ジョン・ハチソン



ハチソン効果-プラズマによる反重力場の発生



結 論

•ナチスは大戦時、量子力学を用いたUFOを開発していた。

•終戦時、ナチスの技術はカムラーにより米国に渡った。

•ナチスの技術とロズウェル円盤の技術をもとに、米国は反重力
機を開発している。

•ハチソン効果はゼロ点エネルギーの現れである。

•トーションフィールドが反重力の鍵である。
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